
【
交
通
ア
ク
セ
ス

】

●
開
催
場
所
：
千
葉
県
館
山
市
　
鶴
谷
八

幡
宮
ほ
か

●
自
動
車
：
富
津
館
山
道
路
・
富
浦
I
Ｃ

か
ら
国
道
1
2
7
号
で
約
1
0
分
　
電

車
・
バ
ス
：
館
山
駅
か
ら
徒
歩
2
0
分

　
鶴
谷
八
幡
宮
例
大
祭

は
、
国
司
祭
の
伝
統
を
引

き
継
ぎ
1
0
0
0
年
以
上

行
わ
れ
て
い
る
祭
で
、
千

葉
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
地
元
で
は
『
や

わ
た
ん
ま
ち
』
と
し
て
知

ら
れ
、
毎
年
お
よ
そ
1
0

万
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま

す
。
昔
の
国
司
祭
を
継
承

９
月
1
0
日
～

2
6
日
の
金
・
土
・
日

　
豊
臣
秀
吉
の

菩
提
を
弔
う
た

め
、
北
の
政
所

（
ね
ね
）
が
創

建
し
た
名
刹
・

高
台
寺
で
秋
月

の
も
と
、
華
や

ぎ
と
文
化
の
香

り
に
包
ま
れ
な

が
ら
、
宵
の
ひ

と
と
き
を
お
過

ご
し
い
た
だ
く

お
茶
会
で
す
。

夕
刻
か
ら
高
台

寺
「
湖
月
庵
」

交
通
：
京
阪
「

祇
園
四
条
駅
」

か
ら
徒
歩

1
3
分
、

ま
た
は
阪
急
「

河
原
町
駅
」

か
ら

徒
歩
1
5
分
、

ま
た
は
Ｊ
Ｒ
「

京
都
駅
」

か

ら
2
0
6
系
統
の
市
バ
ス
約
2
0
分
「

東
山

安
井
」
～

徒
歩
5
分

中
央
道
諏
訪
I
C
よ
り
車
で
1
5
分

料
金
:
6
,
0
0
0
円
（

拝
観
料
込
・
点

心
・
喫
茶
付
）

受
付
／
午
後
５
時
～

６
時

R
&
S
ホ
テ
ル
館
山
マ
リ
ン
サ
イ
ド
　
周
辺
情
報

　
平
安
時
代
初
期
に
嵯
峨
天
皇

は

、
嵯
峨
野
に
離
宮
嵯
峨
院

（
現

在
の
大
覚
寺

）
を
造
営
し
ま
し

た

。
そ
の
際

、
唐
の
洞
庭
湖
を
モ

デ
ル
に

、

「
庭
湖

」
と
呼
ば
れ
る

日
本
最
古
の
人
工
池

（
林
泉

）
の

あ
る
庭
園
を
つ
く
ら
れ
ま
し
た

。

周
辺
の
山
の
高
さ

、
木
々
の
配
置

な
ど

、
池
を
取
り
巻
く
背
景
が

、

ま
る
で
観
月
の
た
め
に
用
意
さ
れ

て
い
る
か
の
様
に
絶
妙
な
調
和
を

創
り
上
げ
て
い
ま
す

。

に
お
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
月
を
愛
で
な

が
ら
の
茶
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
料
亭

「
羽
柴
」
で
の
点
心
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
名
勝
庭
園
の
鑑
賞
な
ど
約
2
時

間
半
に
わ
た
っ
て
楽
し
め
ま
す
。
秋
の

月
、
虫
の
音
、
秋
草
を
愛
で
な
が
ら
薄

茶
を
し
っ
と
り
と
お
楽
し
み
下
さ
い
。

お
茶
席
時
間
の
合
間
に
、
高
台
寺
庭
園

の
拝
観
と
点
心
（
簡
単
な
軽
食
）
の
夕

食
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
高
台
寺
が
法
要
の
場
合
は
お
休
み
と
な
り
ま

す
。

R
&
S
ホ
テ
ル
プ
レ
ミ
ア
ム
京
都
御
室
　
周
辺
情
報

　
旧
暦
の
8
月
1
5
日
、
本
年
は
9
月

2
2
日
が
中
秋
の
名
月
に
あ
た
り
、
大

沢
池
を
中
心
に
「
観
月
の
夕
べ
」
が
催

さ
れ
ま
す
。
「
観
月
の
夕
べ
」
は
9
世

紀
初
め
嵯
峨
天
皇
が
大
沢
池
に
船
を
浮

か
べ
て
文
化
人
と
共
に
遊
ば
れ
た
こ
と

が
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
期

間
中
は
古
式
に
の
っ
と
り
大
陸
風
の
龍

頭
舟
、
鷁
首
舟
を
浮
べ
、
お
茶
席
が
設

け
ら
れ
、
池
を
一
周
し
な
が
ら
お
抹
茶

を
喫
し
て
水
面
に
浮
か
ぶ
月
を
観
て
い

た
だ
き
ま
す
（
約
1
5
～
2
0
分
／
有

料
）
。
五
社
明
神
と
宝
塔
前
の
広
場
に

は
、
嵯
峨
の
有
名
な
お
菓
子
屋
、
漬
物

屋
、
料
理
屋
な
ど
が
模
擬
店
を
だ
し
、

バ
イ
オ
リ
ン
や
琴
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

で
、
夜
半
ま
で
賑
わ
い
ま
す
。
全
国
各

地
か
ら
多
く
の
人
達
が
来
て
大
変
賑
わ

い
ま
す
。

し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
館
山
市
お
よ
び

周
辺
の
神
社
か
ら
、
神
輿
・
山
車
・
お
船
が
繰
り

出
し
、
昔
な
が
ら
の
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
館
山

市
北
条
地
区
の
５
基
の
山
車
が
参
加
し
、
立
錐
の

余
地
も
な
い
程
の
賑
わ
い
と
な
り
関
東
で
も
有
数

の
お
祭
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
や
わ
た
ん
ま
ち

は
、
安
房
国
司
祭
と
も
い
わ
れ
、
鶴
谷
八
幡
宮
社

記
に
は
、
そ
の
は
じ
ま
り
が
1
6
世
紀
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
約

1
5
0
軒
ほ
ど
の
露
店
が
立
ち
並
び
、
祭
り
の

ム
ー
ド
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
す
。
１
８
日

(

土
）
は
、
1
0
基
の
神
輿
が
順
次
境
内
で
も

み
・
さ
し
を
行
い
ま
す
。
１
９
日

(

日
）
は
、
お

祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
、
４
基
の
山
車
と
１

基
の
お
船
が
境
内
に
集
合
し
ま
す
。
ま
た
、
前
日

集
合
し
た
１
０
基
の
神
輿
と
鶴
谷
八

幡
宮
の
神
輿
１
基
が
次
々
に
か
つ
ぎ

だ
さ
れ
、
も
み
・
さ
し
合
う
光
景
は

勇
壮
で
豪
快
で
す
。
郷
土
を
離
れ
た

若
者
た
ち
は
、
年
に
一
度
の
こ
の
祭

り
を
楽
し
み
に
帰
郷
し
、
住
民
は
一

体
と
な
り
盛
り
上
が
り
ま
す
。

9
月
1
8
日
～

1
9
日

9
月
2
2
日
～

2
4
日

時
間
：
1
7
時
～

2
1
時

参
拝
料
：

　
大
人
5
0
0
円
・
小
中
高
生
3
0
0
円


